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▼
家
か
ら
少
し

離
れ
て
は
い
る

が
足
腰
を
鍛
え
る
た
め
、

こ
の
春
か
ら
、
週
末
に
海
岸
沿
い

の
遊
歩
道
を
散
歩
し
て
い
る
。
防

波
堤
な
ど
で
釣
り
を
し
て
い
る
人

を
よ
く
見
か
け
る
が
、
釣
果
は
如

何
が
ば
か
り
か
▼
七
月
十
五
日
に
、

漁
業
団
体
に
所
属
す
る
全
国
の
漁

船
が
、
国
な
ど
に
燃
料
価
格
高
騰

の
対
策
を
求
め
て
、
一
斉
に
休
漁

し
た
。
こ
の
状
況
が
続
き
、
休
漁

が
頻
発
し
た
り
、
廃
業
が
増
え
て

く
る
と
、
魚
の
価
格
が
一
段
と
上

が
り
、
し
ま
い
に
は
魚
離
れ
を
加

速
さ
せ
か
ね
な
い
▼
豚
肉
・
鶏
肉

や
ハ
ム
、
カ
ッ
プ
麺
な
ど
の
価
格

も
上
が
っ
て
い
る
。
飼
料
と
し
て

で
は
な
く
代
替
燃
料
と
し
て
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら

精
製
さ
れ
る
エ
タ
ノ
ー
ル
の
需
要

増
加
が
原
因
と
の
こ
と
。
こ
ん
な

物
ま
で
と
思
え
る
く
ら
い
に
、
原

油
高
に
よ
る
価
格
高
騰
ス
パ
イ

ラ
ル
が
起
き
て
い
る
▼
燃
料
代
や

食
費
な
ど
の
大
幅
な
値
上
が
り
で
、

我
が
家
の
家
計
も
ピ
ン
チ
だ
。
キ

ト
キ
ト
の
富
山
の
魚
を
食
べ
る
回

数
も
減
ら
さ
な
い
と
い
け
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
魚
好
き
と
し

て
は
、
そ
れ
だ
け
は
勘
弁
で
あ
る
。

一
日
も
早
い
国
の
対
策
を
望
む
。

　

最
初
に
石
井
県
知
事
よ
り
元
気

と
や
ま
の
創
造
に
向
け
た
主
要
施

策
の
講
話
が
あ
り
、
続
い
て
夏
野

会
長
か
ら
商
工
会
女
性
部
の
活
動

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

懇
談
で
は
、
各
商
工
会
の
女
性

部
長
か
ら
交
流
人
口
の
増
大
は
じ

め
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
環
境
問
題
な
ど

に
つ
い
て
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
、

石
井
県
知
事
か
ら
は
踏
み
込
ん
だ

回
答
が
あ
っ
た
。
出
席
し
た
女
性

部
長
ら
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
県

政
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
、
女
性
部
活
動
の
中
か
ら
地
域

貢
献
へ
の
意
欲
を
高
め
た
。

　

主
な
意
見
・
要
望
と
回
答
の
内

容
は
次
の
と
お
り
。

◇
省
エ
ネ
・
環
境
対
策
へ
の
取
組
み

（
マ
イ
バ
ッ
ク
運
動
や
レ
ジ
袋
削
減

に
つ
い
て
個
人
で
の
取
組
み
で
は

限
界
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
）

　

個
人
の
活
動
は
一
定
の
成
果
が

上
が
っ
て
お
り
、
他
県
か
ら
も
注

目
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
県
民
の

努
力
だ
け
で
な
く
行
政
や
企
業
と

し
て
で
き
る
こ
と
か
ら
環
境
問
題

に
取
組
ん
で
い
き
た
い
。

◇
「
く
ら
し
た
い
国
、
富
山
」
を

活
用
し
た
知
名
度
ア
ッ
プ
（
富
山

県
を
訪
問
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
県

外
の
人
の
目
に
留
ま
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
取
組
み
を
さ
れ
て
い
る
か
）

　

実
績
も
上
が
っ
て
い
る
。
市
町

村
の
ポ
ス
タ
ー
等
の
活
用
も
検
討

し
て
い
き
た
い
。

（
知
名
度
ア
ッ
プ
と
し
て
、
来
年
度

商
工
会
青
年
部
連
合
会
が
実
施
す

る
全
国
大
会
へ
の
支
援
要
請
）

　

県
と
し
て
応
援
す
る
。

◇
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域
団

体
商
標
制
度
な
ど
の
推
進
（
食
の

と
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
推
進
戦
略
が
あ

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
夏
野
麗
子
会
長
）
は
、
六
月
三
十
日
に

県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
石
井
知
事
と
「
中
小
企
業
と
の

対
話
」
を
開
き
、
県
づ
く
り
の
諸
問
題
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

県
知
事
と
懇
談

  

地
域
貢
献
へ
の
議
論
を
交
わ
す
！

観光振興について質問する女性部長

る
が
、
そ
の
認
知
度
に
つ
い
て
）

　

県
と
し
て
は
補
助
制
度
を
導
入

し
て
推
進
し
て
い
る
が
、
他
県
で

は
制
度
が
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

積
極
的
に
活
用
し
て
欲
し
い
。
ま

た
、
食
の
と
や
ま
ブ
ラ
ン
ド
推
進

戦
略
は
行
政
主
導
型
の
一
面
は
あ

る
が
、
民
間
の
積
極
的
な
提
案
か

ら
進
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
。
今
後

に
期
待
し
て
い
る
。

◇
外
国
人
観
光
客
の
増
加
へ
の
対

応
（
外
国
語
案
内
板
な
ど
の
設
置
に

対
す
る
補
助
制
度
な
ど
は
な
い
か
）

　

補
助
制
度
を
活
用
願
い
た
い
。

外
国
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
営
業
強
化

等
に
取
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

　　

懇
談
会
場
で
は
、
観
光
戦
略
の

具
体
例
と
し
て
観
光
連
盟
が
開
発

し
た
昆
布
パ
ン
と
豆
パ
ン
が
県
か

ら
配
ら
れ
試
食
が
行
わ
れ
た
。



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 20 年 8 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.398

�

( )

商工会会員の
みなさまへ

　2007年度の業績は、会員の
みなさまの深いご理解と幅広い
ご支援をいただき、順調な成果
を上げることができました。
　今後も商工会様とのパートナ
ーシップを尊重し、会員のみなさ
まから最も信頼される生命保険
会社を目指してまいります。

2007年度決算報告ダイジェスト ジブラルタ生命保険株式会社

最
優
秀
賞
に

　
　

曽
田
さ
ん
（
小
矢
部
）

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
夏

野
麗
子
会
長
）
は
、
六
月
三
十
日

に
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
主
張
発
表
県
大
会
を
開
催

し
た
。

　

新
川
・
富
山
・
射
水
高
岡
・
砺

波
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
四
人
が
、

「
女
性
部
活
動
に
参
加
し
て
」「
女

性
部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ

く
り
」
の
い
ず
れ
か
の
テ
ー
マ
を

選
択
し
、
十
分
間
の
発
表
を
行
っ

た
。
最
優
秀
賞
に
は
、
曽
田
房
子

さ
ん
（
小
矢
部
）
が
選
ば
れ
、
今

月
二
十
日
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
す
る
。

　

曽
田
さ
ん
は
、
名
古
屋
か
ら
小

矢
部
に
嫁
ぎ
、
女
性
部
活
動
を
通

じ
て
見
知
ら
ぬ
土
地
や
風
土
に
触

れ
慣
れ
て
い
っ
た
経
緯
を
、
昨
年

度
、
小
矢
部
商
工
会
女
性
部
が
実

施
し
た
桜
町
遺
跡
ゆ
か
り
の
染
め

物
づ
く
り
に
参
加
し
た
経
験
か
ら

発
表
し
た
。

　
「
製
作
し
た
縄
文
染
め
の
れ
ん

を
、
地
元
の
各
お
店
の
店
頭
に
設

置
し
た
こ
と
で
、
小
矢
部
の
新
た

な
魅
力
発
信
ア
イ
テ
ム
と
な
り
、

女
性
部
、
地
域
の
和
を
実
感
で
き

た
。
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
街
の

活
性
化
に
繋
げ
た
い
」と
発
表
し
、

今
後
の
観
光
面
で
の
可
能
性
を
期

待
す
る
主
張
発
表
を
行
っ
た
。

　

主
張
発
表
県
大
会
の
結
果
は
次

の
と
お
り
。

▼
最
優
秀
賞

　
（
知
事
表
彰
）

曽
田
房
子
【
小
矢
部
】

▼
優
秀
賞

　
（
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
）

高
尾
千
佳
子
【
大　

山
】

▼
優
良
賞

　
（
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
長
表
彰
）

篠
田
政
江
【
中　

田
】

濱
田
昌
子
【
宇
奈
月
町
】

八
尾
町
商
工
会
青
年
部

●
管
内
企
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
媒
体
と

し
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
着
目
し
、
観

光
客
な
ど
に
も
携
帯
電
話
で
ア
ク

セ
ス
し
て
も
ら
え
る
携
帯
サ
イ
ト

情
報
ペ
ー
ジ
を
充
実
す
る
。
パ
ソ

コ
ン
を
操
作
で
き
な
い
人
や
、
八

尾
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
た
方
が
、

町
中
か
ら
地
域
情
報
や
お
勧
め
情

報
な
ど
手
軽
に
入
手
で
き
る
仕
組

み
を
目
指
す
。

小
矢
部
商
工
会
女
性
部

●
昨
年
度
実
施
し
た
小
矢
部
桜
町

遺
跡
に
ち
な
ん
だ
草
木
染
め
を
、

本
年
度
は
エ
コ
ラ
イ
フ
へ
と
結
び

つ
け
、
エ
コ
バ
ッ
ク
を
製
作
す
る
。

コ
ゴ
ミ
や
コ
ナ
ラ
の
実
、
自
然
素
材

を
活
か
し
た
染
料
で
作
る
エ
コ
バ
ッ

ク
を
地
域
に
拡
げ
る
こ
と
で
、
環

境
問
題
へ
の
関
心
を
高
め
る
。

城
端
商
工
会
青
年
部

●
城
端
の
観
光
地
で
も
あ
る
つ
く

ば
ね
山
に
つ
い
て
、
歴
史
や
散
策

コ
ー
ス
を
調
査
し
、
百
人
一
首
に

で
て
く
る
恋
の
山
「
筑
波
山
」
と

い
う
名
前
に
あ
や
か
り
、
越
中
の

小
京
都
城
端
を
つ
く
ば
ね
山
（
恋

の
山
）
へ
の
入
り
口
と
位
置
付
け

若
い
世
代
の
交
流
人
口
を
図
り
中

心
市
街
地
へ
の
呼
び
水
と
す
る
。

庄
川
町
商
工
会
青
年
部

●
庄
川
の
豊
か
な
自
然
や
風
景
を

地
域
資
源
と
と
ら
え
、
再
認
識
・

再
発
見
し
、
過
去
の
写
真
素
材
や

新
た
な
撮
影
を
行
い
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
絵
は
が
き

と
し
て
地
元
住
民
や
観
光
客
へ
と

活
用
い
た
だ
く
。
ま
た
連
動
し
て

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
て
写
真
の
説
明

か
ら
訪
問
機
会
を
創
出
す
る
。

八
尾
町
地
域
企
業

　
　
　
　

情
報
発
信
事
業

「
お
や
べ
桜
町
縄
文
染
め
」
開
発
・

マ
イ
バ
ッ
ク
推
進
地
域
づ
く
り
事
業

「
つ
く
ば
ね
山
」
恋
始
ま
る
城
端

　
　
　
　
　

 

交
流
人
口
創
出
事
業

庄
川
の
魅
力
を
発
見
・
発
信

　
　
　

 

「
絵
は
が
き
」
事
業

第
一
次
募
集
分
採
択
さ
れ
る

今
月
、
第
二
次
募
集
を
行
い
、
二
ケ
所
の
新
規
性
独
創
性
あ
ふ
れ
る
事
業

を
追
加
で
採
択
し
ま
す
。

女性部活動について
発表する曽田さん
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理
事
・
商
工
労
働
部
次
長
に
就
任
し
て
の
抱
負

 

新
商
工
会
は
立
山
舟
橋
商
工
会

●
こ
の
ほ
ど
第
二
回
の
合
併
協
議

会
が
開
催
さ
れ
、
新
商
工
会
の
名

称
を
立
山
舟
橋
商
工
会
と
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
ま
た
、
役
員
数
、

総
代
数
を
承
認
し
、
舟
橋
支
部
に

支
所
を
置
く
こ
と
に
し
た
。な
お
、

八
月
開
催
の
第
三
回
合
併
協
議
会

で
は
、
財
政
に
関
す
る
事
項
が
協

議
さ
れ
る
。

 

本
部
セ
ン
タ
ー
が
決
ま
る

●
七
月
十
八
日
、
第
四
回
合
併
協

議
会
を
開
催
し
た
。協
議
の
結
果
、

新
商
工
会
の
本
部
セ
ン
タ
ー
事
務

所
を
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

に
置
く
こ
と
や
新
年
度
収
支
予
算

に
関
す
る
基
本
的
な
枠
組
み
な
ど

が
結
審
し
た
。
な
お
、
財
産
の
処

分
に
つ
い
て
は
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
る
。

 

合
併
協
議
は
詰
め
の
段
階

●
八
月
八
日
開
催
の
第
四
回
合
併

協
議
会
に
向
け
て
組
織
、
事
業
、

財
政
の
各
専
門
部
会
が
開
催
さ
れ

た
。
専
門
部
会
で
は
商
工
会
青
年

部
・
女
性
部
や
労
働
保
険
事
務
の

一
本
化
な
ど
が
審
議
さ
れ
て
お

り
、
次
回
の
協
議
で
は
大
半
の
協

議
項
目
が
結
審
す
る
方
向
で
あ

る
。

 

本
所
事
務
所
は
戸
出

●
こ
の
ほ
ど
第
四
回
合
併
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
本
所
事
務
所
を
戸

出
商
工
会
館
に
置
く
こ
と
な
ど
を

決
め
た
。
ま
た
、
全
て
の
財
産
を

承
継
す
る
こ
と
と
し
、
二
つ
の
部

会
（
商
業
、
工
業
）
と
五
つ
の
委

員
会
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
な

お
、設
立
委
員
会
規
程
を
承
認
し
、

設
立
委
員
を
三
名
と
し
た
。

 

秋
に
合
併
協
議
会
を
設
立

●
小
矢
部
と
津
沢
両
商
工
会
は
こ

の
ほ
ど
合
併
協
議
調
整
会
議
を
開

催
し
、
十
月
に
合
併
協
議
会
を
立

ち
上
げ
、
平
成
二
十
二
年
四
月
に

合
併
す
る
方
向
で
協
議
し
て
い
く

こ
と
な
ど
を
申
し
合
わ
せ
た
。

 

合
併
協
議
が
進
む

●
八
月
の
合
併
協
議
会
の
開
催
に

向
け
て
、
専
門
部
会
、
ワ
ー
キ
ン

グ
部
会
な
ど
が
開
か
れ
、
支
部
組

織
の
設
置
、
新
商
工
会
の
事
業
計

画
、
財
産
の
管
理
・
処
分
な
ど
が

審
議
・
調
整
さ
れ
て
お
り
、
精
力

的
な
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

　

商
工
会
に
知
財
駆
け
込
み
寺
の

相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
知
的
財
産
ニ
ー

ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
知
的
財
産（
特

許
権
、
実
用
新
案
、
意
匠
権
、
商

標
権
等
）に
関
す
る
相
談
を
受
け
付

け
、
各
支
援
機
関（
発
明
協
会
等
）

へ
取
り
次
ぎ
ま
す
。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
発
明

協
会
の
協
力
を
得
て
、
下
記
の
予

定
で
知
財
相
談
会
を
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

 

■ 

日
時　

八
月
二
十
八
日（
木
）

 　

 　
　
　

九
月　

十
九
日（
金
）

い
ず
れ
も 

午
後
一
時
三
十
分
～

　
　
　
　
　
　
　

四
時
三
十
分

 

■ 

会
場　
富
山
県
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　

 

相
談
室

　

な
お
、
相
談
に
は
、
予
約
が

必
要
で
す
の
で
、
希
望
の
方
は

県
商
工
会
連
合
会
広
域
指
導
課

ま
で
連
絡
下
さ
い
。

☎
〇
七
六―

四
四
一―

二
七
一
六

活
用
し
ま
せ
ん
か

活
用
し
ま
せ
ん
か

知
財
相
談
会
を
開
催

知
財
相
談
会
を
開
催

　

七
月
に
赴
任
し
、
ま
だ
一
ヶ
月
余
り

で
す
が
、
富
山
県
は
、
富
山
湾
、
立
山

連
峰
と
い
っ
た
雄
大
な
自
然
環
境
、
産

業
面
で
は
日
本
海
側
随
一
の
工
業
集
積

と
高
度
な
も
の
作
り
の
技
術
、
そ
し
て

何
よ
り
も
教
育
熱
心
で
勤
勉
な
県
民
性

な
ど
、
今
後
一
層
飛
躍
す
る
た
め
の
資
源
を
持
っ
て
い
る
、
大

き
な
可
能
性
を
秘
め
た
県
と
の
印
象
を
強
く
持
っ
て
お
り
ま
す
。

　
「
元
気
と
や
ま
の
創
造
」
の
基
盤
は
、
産
業
の
活
性
化
と
雇
用

の
創
出
・
安
定
に
あ
る
と
肝
に
銘
じ
、
富
山
県
の
発
展
の
た
め

全
力
を
尽
く
す
覚
悟
で
す
。
日
頃
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
商
工
会
の
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

理
事
・
商
工
労
働
部
次
長
に
就
任
し
て
の
抱
負

富
山
県
理
事
・
商
工
労
働
部
次
長　

戸 

高 

秀 

史

と     　

だ
か      

ひ
で    　

 

し　
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事例に診る再チャレンジ

　

今
回
紹
介
す
る
経
営
革
新
計
画

認
定
事
例
は
、
本
業
を
補
完
す
る

業
務
を
事
業
化
す
る
こ
と
で
、
事

業
規
模
の
拡
大
を
図
る
経
営
革
新

計
画
で
す
。

　

申
請
者
は
、
貨
物
運
送
事
業
を

本
業
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

様
々
な
形
式
の
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入

使
用
し
て
き
た
。
使
い
勝
手
の
悪

い
面
は
、
そ
の
都
度
自
社
で
改
良

し
使
用
し
て
き
た
。

　

特
に
北
陸
は
消
雪
剤（
塩
カ
ル
）

を
散
布
す
る
の
で
、
ボ
デ
ィ
の
腐

蝕
は
悩
み
の
タ
ネ
で
、
な
ん
と
か

腐
蝕
し
な
い
長
持
ち
す
る
ボ
デ
ィ

が
出
来
な
い
か
と
検
討
、
試
行
を

重
ね
た
結
果
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
部
材

（
材
料
）
を
組
み
込
む
事
で
問
題

が
解
消
さ
れ
た
。

　

五
年
前
か
ら
、
自
社
用
と
し
て

ト
ラ
ッ
ク
ボ
デ
ィ
や
ト
レ
ー
ラ
ー

台
車
の
製
作
を
手
掛
け
て
い
た
が
、

【
県
内
の
認
定
事
例
】

〔
申
請
者
〕
豊
商
運
輸
株
式
会
社

〔
テ
ー
マ
〕顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
ト
ラ
ッ
ク
ボ
デ
ィ
の
製
作

（
リ
フ
ォ
ー
ム
）販
売
と
修
理
、
車

検
の
集
約
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

創業ホット情報創業ホット情報創業ホット情報

口
コ
ミ
等
に
よ
り
、
同
業
他
社
か

ら
の
オ
ー
ダ
ー
と
低
価
格
で
あ
る

こ
と
や
ボ
デ
ィ
補
強
に
よ
る
強
度

の
向
上
、
亜
鉛
メ
ッ
キ
に
よ
る
耐

蝕
性
の
向
上
等
、
比
較
的
好
評

だ
っ
た
事
に
よ
り
、
事
業
化
を
構

想
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
ボ
デ
ィ
の
製
作
に
つ

い
て
は
、
自
社
は
運
送
が
本
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ユ
ー
ザ
ー
の

ニ
ー
ズ
・
耐
久
性
へ
の
重
要
度
は

充
分
に
熟
知
し
て
お
り
客
先
の

ニ
ー
ズ
に
は
キ
メ
細
か
な
対
応
が

可
能
で
あ
る
。

　

更
に
、
既
存
メ
ー
カ
ー
で
は
キ

メ
細
か
な
対
応
に
限
界
が
あ
る
こ

と
か
ら
腐
蝕
に
耐
え
る
ト
ラ
ッ
ク

ボ
デ
ィ
の
ニ
ー
ズ
は
自
家
用
・
業

務
用
を
問
わ
ず
市
場
性
が
十
分
有

り
、
ま
た
社
内
コ
ス
ト
低
減
努
力

に
よ
り
採
算
性
も
確
保
で
き
、
事

業
化
が
成
り
立
つ
も
の
と
判
断
し

た
。
併
せ
て
、
修
理
・
車
検
の
集

約
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
シ
ー
ト
製

作
も
手
掛
け
る
等
の
関
連
事
業
も

計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
で
、
顧
客

の
囲
い
込
み
が
は
か
れ
、
事
業
の

実
現
可
能
性
を
立
証
し
、
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

□創業時の資金調達について
　創業支援融資として利用できる制度融資には国民生活金
融公庫の「新創業融資制度」があります。その制度内容は
次の１～３の全ての要件に該当する方が対象となります。

　魚類を店頭販売していたが、近隣に進出した食品
スーパーによって、馴染み客離れで売上げが低迷、ま
た、大型冷蔵庫等の設備が老朽化、再投資に多額の費
用が嵩むことから、現在の事業継続を断念した。
　食品加工の技術を活かして会社の食堂等へお惣菜を
卸す事業へ転換することにした。
　商工会へ相談し、中小企業診断士等によるビジネス
プランのフォローアップを受け、自己資金で不足する
設備資金を新事業展開支援融資で賄い、事業継続を図
ることにした。

事 例
現在の事業を見直し、別の事業への転換を
目指した再チャレンジ

　再チャレンジをお考えの方は、様々な取り組み
ケースがありますので、事前に最寄りの商工会又は
県商工会連合会の窓口へお気軽にご相談ください。

　使いみちは事業開始時また事業開始後に必要となる事業
資金　ご融資額は1,000万円以内　ご返済期間は運転資
金５年以内（うち据置期間６ヶ月以内）　設備資金７年以
内（うち据置期間６ヶ月以内）　利率は基準利率（現在５
年物で2.65%＋1.20% =3.85%）の固定金利
　担保・保証人は不要となっておりますので、創業資金を
調達されたい方は是非ご検討下さい。

　１．創業の要件
　　新たに事業を始める方、または事業開始後税務申告
　　を２期終えていない方
　２．雇用創出、経済活性化
　　勤務経験または取得技能のいずれかの要件に該当す
　　る方
　３．自己資金の要件
　　創業資金の３分の１以上の自己資金の確認ができる方
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庄
川
町
商
工
会　
　
　
　
　
　
　

 「
鯉
の
厄
払
い
de
ら
ん
か
や
す
」

　
　
　
　
　

を
テ
ー
マ
に
事
業
展
開

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

商
工
会

商
工
会

　

中
小
企
業
庁
の
「
地
域
資
源
∞
全

国
展
開
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
平
成

二
十
年
度
支
援
先
に
採
択
さ
れ
た

庄
川
町
商
工
会
は
、
七
月
四
日
に

第
一
回
の
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

高
峰
博
保
氏
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
迎
え
、
砺
波
市
職
員
、
庄
川
町

商
工
会
関
係
者
十
五
名
が
出
席
し

た
。
宅
間
商
工
会
長
が
委
員
長
と

な
り
委
員
会
を
進
め
た
。

〈
主
な
発
言
〉

●
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
街

　

に
若
者
が
集
ま
り
、
交
流
人

　

口
を
増
や
し
た
い
。

●
新
し
い
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を

　

開
発
し
、
地
域
の
振
興
に
つ

　

な
げ
た
い
。

●
砺
波
市
が
防
災
協
定
を
結
ん

　

で
い
る
愛
知
県
安
城
市
に
積

　

極
的
に
P
R
し
て
行
き
た
い
。

津
沢
商
工
会　
　
　
　
　
　
　
　

  

地
域
住
民
と
環
境
保
護
を
考
え
る

　
　
　
　

   

津
沢
エ
コ
フ
ェ
ア
開
催

　

平
成
二
十
年
度
、
津
沢
商
工
会

で
は
新
規
事
業
と
し
て
、
環
境
問

題
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
津
沢
エ
コ

フ
ェ
ア
」
を
開
催
す
る
。
こ
の
事

業
は
、
津
沢
商
工
会
館
の
落
成
を

機
に
地
元
商
店
街
活
性
化
の
拠
点

施
設
と
し
て
、「
近
く
で
便
利
で

地
球
に
や
さ
し
い
商
店
街
」
の
イ

メ
ー
ジ
戦
略
で
地
域
住
民
と
環
境

保
護
を
考
え
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

野
菜
、
米
、
玉
子
な
ど
の
地
元

農
産
品
を
販
売
す
る
「
地
産
地
消

エ
コ
バ
ザ
ー
ル
」
や
省
エ
ネ
実
施

家
庭
に
観
葉
植
物
鉢
植
え
を
贈
る

「
グ
リ
ー
ン
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
な
ど

を
企
画
し
て
い
る
。

　

エ
コ
フ
ェ
ア
は
、
秋
の
収
穫
時

期
に
あ
わ
せ
た
九
月
と
商
工
会
館

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
一
周
年
の
三
月
に

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

 
富
山
県
中
小
企
業
大
学

経
営
後
継
者
・
幹
部
養
成
コ
ー
ス
開
講

　
県
中
小
企
業
大
学
の
「
経
営
後
継
者
・
幹
部
養
成
コ
ー
ス
」
の
開
講
式

が
七
月
二
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　
経
営
後
継
者
・
幹
部
養
成
コ
ー
ス
に
は
、
県
内
企
業
の
後
継
者
や
幹
部

候
補
者
二
十
八
名
が
参
加
。
十
一
月
二
十
日
ま
で
の
延
べ
二
十
四
日
間
に

わ
た
っ
て
、
実
践
的
な
経
営
管
理
の
知
識
・
技
法
及
び
能
力
を
体
系
的
に

学
ぶ
。

　
開
講
式
で
は
、
来
賓
の
上
野
県
商
工
労
働

部
次
長
か
ら
「
企
業
経
営
は
、
経
営
者
の
管

理
能
力
と
資
質
に
負
う
と
こ
ろ
が
極
め
て
大

き
く
、
こ
の
受
講
に
よ
り
必
要
と
さ
れ
る
経

営
能
力
を
研
鑽
し
て
い
た
だ
き
、
自
社
の
経

営
に
役
立
て
ほ
し
い
」
と
激
励
が
あ
っ
た
。

創 業 塾 一般コース受講者
募集プチ起業で人生いきいき

　県商工会連合会では、創業準備中、将来創業や
独立開業に興味を持っている人、あるいは創業し
て間もない人を対象に創業塾を開催します。
　8 月 23 日から開催の一般コースでは、「成功
するために必要な十五の“起業力”」「起業に必要
な基本実践『届出など』あれこれ」などを短期間
で、充実した講師陣から学ぶことができます。

　創業塾の申込みは、お近くの商工会または県商
工会連合会までお問い合せください。

〈県商工会連合会の URL〉　　　　　　
http://www.shokoren-toyama.or.jp

プチ起業 定年後に仕事で培った技術や知識を活かして独立する
こと、学生が英語の翻訳やＰＣの知識を教えることな
ど、今のライフスタイルのままでお金をかけない小さ
な起業のことです。

地域振興について議論する参加者

開講式の様子



昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可 平成 20 年 8 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.398

�

10 月 日本政策金融公庫誕生 !10 月 日本政策金融公庫誕生 !10 月 日本政策金融公庫誕生 !10 月 日本政策金融公庫誕生 !10 月 日本政策金融公庫誕生 !10 月 日本政策金融公庫誕生 !10 月 日本政策金融公庫誕生 !
新公庫について国金富山支店長に聞く
10月に国民生活金融公庫を含めた政府系金融機関が統合し、日本政策金融公庫が誕生します。
新公庫の機能並びに業務内容について澤田和実国民生活金融公庫富山支店長に伺いました。

Ｑ．国民生活金融公庫は、統合後どのような金融機関にな
るのですか？
Ａ．新公庫では、統合前の各機関の「専門性の維持・強化」
を図ることとされているため、統合後も、これまでと同様に
きめ細かく円滑に現在の当公庫が担っている政策金融機能
を発揮していきます。また、統合前の各機関の業務を適切
に実施していくために、業務ごとに勘定区分を設けて区分
経理して管理することとなっています。
Ｑ．統合することで、小規模企業への融資は変わるのですか？
Ａ．当公庫の事業資金融資はそのまま新公庫に承継されます。
普通貸付、マル経融資をはじめとする現在の国民生活金融
公庫の事業資金融資はすべて新公庫に引き継がれますので、
これまでどおりにご利用いただけます。
Ｑ．株式会社形態を採用されますが、利益優先の公庫にな

るのですか？
Ａ．新公庫は、「利益追求」をするのではなく、「健全な
経営と政策金融機能の発揮」をしっかりと行います。新
公庫が株式会社の形態をとるのは、株式会社のガバナン
スの仕組みを活用して透明性の高い効率的な事業運営を
行うためです。新公庫の株式は、政府がすべてを常時保
有すると定められていますので、公共性の高い政策金融を
担うという組織の性格は、新公庫になっても変わりません。
Ｑ．現在ある取引は統合後どうなるのですか？
Ａ．お客様へのご融資は、そのまま新公庫に承継されます。
新公庫への移行に伴いご契約内容（金利、返済条件等）
の変更、新たなお手続きなど、お客様にご負担をおかけ
することはありません。また、現在ご利用中の支店で、引
き続きお取引いただけます。

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
経
営
管
理
の
ツ
ー
ル

と
し
て
商
工
会
推
奨
の
経
理
ソ
フ

ト
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
」
を
位
置

づ
け
、
会
員
事
業
所
に
よ
る
自
計

を
推
進
す
る
。
今
後
、
各
商
工
会

に
お
い
て
「
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
体

験
セ
ミ
ナ
ー
」を
随
時
開
催
す
る
。

　

ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
帳
簿
入
力
や
集
計

が
で
き
る
中
小
企
業
向
け
の
会
計

シ
ス
テ
ム
。
利
用
者
は
、
パ
ソ
コ

ン
へ
の
ソ
フ
ト
導
入
や
不
測
の
事

態
へ
の
対
応
（
デ
ー
タ
コ
ピ
ー
）

な
ど
、
面
倒
な
作
業
か
ら
一
切
開

放
さ
れ
、
従
来
の
会
計
ソ
フ
ト
と

比
較
す
る
と
「
か
ん
た
ん
便
利
」

な
の
が
特
徴
。
ま
た
、
自
計
し
た

い
が
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
経
理

処
理
に
不
安
が
あ
る
場
合
で
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
商
工

会
と
情
報
共
有
す
る
こ
と
も
可
能

で
、
最
寄
り
の
商
工
会
職
員
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
で
安
心
し
て
利

用
で
き
る
。

　

ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
、
最
寄
り
の
商
工
会
ま
で
。

◆
ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://www5.shokoren-toyama.or.jp

ネ
ッ
ト
ｄ
ｅ
記
帳
体
験
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　利賀村商工会は、昨年の「紅そば香  ロハス村から
発信  利賀のビスターレツーリズム」に続く、全国展開
支援事業の第３弾として、地域資源を活かした「利賀ス
イーツ」を考案した。
　トチの実やヨモギ、ソバを混ぜた白玉入りのぜんざ
い、赤ジソとヨモギを混ぜた寒天を使ったゼリー入りサ
イダーなど利賀地域の食材を使った４品を試作。試作に
携わった商工会女性部員は「地元の食材を利用してお
いしい物ができた」
と話す。
　 同 商 工 会 で は

「利賀スイーツ」を
新名物として、東海
北陸自動車道を利
用する観光客の土
産品の目玉となる
ようイベントなど
で提供していく。 試作したぜんざい、

ゼリー入りサイダーなど
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県
商
工
会
連
合
会
が
ま
と
め

た
四
月
～
六
月
期
の
景
気
動
向

調
査
に
よ
る
と
、
本
県
商
工
会

地
域
中
小
企
業
の
業
況
判
断

D
I
（「
好
転
」―

「
悪
化
」

企
業
割
合
の
差
）
は
、
小
売
業

が
前
期
比
三
・
三
ポ
イ
ン
ト
好

転
し
、
建
設
業
が
一
・
八
、
製

造
業
十
二
・
四
、
サ
ー
ビ
ス
業

十
七
・
三
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
た
。

　

な
お
、
来
期
に
つ
い
て
は
、

製
造
業
・
建
設
業
に
お
い
て
は

好
転
小
売
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
悪
化
を
予
測
し
て
い
る
。

四
月
～
六
月
期

小
売
業
が
や
や
好
転
、

　
　
そ
の
他
の
産
業
は
悪
化

　　 講
演
会
の
ご
案
内

講
演
会
の
ご
案
内

　 　 北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た

﹁
日
本
人
を
必
ず
救
出
す
る

国
民
大
集
会
Ｉ
Ｎ
と
や
ま
﹂

﹁
日
本
人
を
必
ず
救
出
す
る

国
民
大
集
会
Ｉ
Ｎ
と
や
ま
﹂

　

八
月
二
十
四
日（
日
）午
後
二

時
よ
り
、富
山
国
際
会
議
場（
富

山
市
城
址
公
園
前
）に
お
い
て
、

政
府
、
富
山
県
、
救
う
会
富
山

等
が
共
催（
富
山
県
商
工
会
連

合
会
が
後
援
）す
る
、「
北
朝
鮮

に
拉
致
さ
れ
た
日
本
人
を
必
ず

救
出
す
る
国
民
大
集
会
Ｉ
Ｎ
と

や
ま
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
被
害
者

の
早
期
帰
国
を
訴
え
、
富
山
県

民
の
方
々
の
関
心
を
更
に
高

め
、
政
府
の
拉
致
問
題
解
決
の

施
策
を
支
え
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
会

場
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

◆現役加入者の方には、本年 6 月
　から10月までの間に社会保険庁
　から緑色の封筒でお届けします。

◆年金記録のご確認をお願いいた
　します。

◆まわりの方にも呼びかけてくだ
　さい。

【ご質問・お問合せ先】

「ねんきん特別便専用ダイヤル」 
 ☎ 0570-058-555

「お近くの社会保険事務所・
　　　　　　年金相談センター」

　

こ
の
補
助
金
は
、
地
域
の
商
店

街
を
活
性
化
す
る
た
め
に
グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
む
様
々
な
活
動
を
県

と
市
町
村
が
支
援
す
る
も
の
で
す
。

◆ 

対
象
団
体

　

三
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
対
象

で
す
。

　
（
例
）商
店
街
の
お
か
み
さ
ん
会
、

商
工
会
の
青
年
部
や
女
性
部

◆ 

対
象
事
業

次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
事
業
な
ど
を
対
象
と
し
ま
す
。

①
専
門
家
の
指
導
、
助
言
を
受

　

け
て
実
施
す
る
事
業

②
他
の
地
域
の
事
例
等
を
調
査

　

研
究
し
て
実
施
す
る
事
業

③
地
域
で
初
の
試
み
が
あ
る
等

　

の
実
験
的
事
業

④
既
存
店
舗
等
の
活
性
化
や
空

　

き
店
舗
等
の
有
効
活
用

◆ 

対
象
地
区

　

富
山
市
、
高
岡
市
の
認
定
中
心

市
街
地
を
除
く
県
内
全
域

◆ 

助
成
額

・
補
助
率　

補
助
対
象
経
費
の

　

三
分
の
二
以
内

・
限
度
額　

一
〇
〇
万
円

【
お
問
合
せ
】

　

富
山
県
商
業
ま
ち
づ
く
り
課

  

☎
〇
七
六

｜

四
四
四

｜

三
二
五
三

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
県
下
商
工
会
地
区
の
小
規
模
企
業
等
の
金

融
に
関
す
る
実
態
や
動
向
を
把
握
し
、
小
規
模
企
業
金
融
の
円
滑
化
の

促
進
を
目
的
に
、
金
融
実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

営
業
状
況
や
金
融
機
関
と
の
取
引
状
況
な
ど
、
平
成
二
十
年
七
月
一

日
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
回
答
い
た
だ
き
ま
す
。

　

商
工
会
の
経
営
指
導
員
よ
り
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

金
融
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

金
融
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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